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11.. ははじじめめにに

11..11 研研究究のの背背景景

1937年から大祖国戦争終了の 1945年までの間に計画
された三次五カ年計画（1938年から 1942年，戦争の開
始により中断）におけるカザフスタンのアルマトイのソ

連時代の建築に関する論文は，これまでに 2024年の諸喜
田真の論文 1.1項にて言及された論文文献 1 )を除いて，エ
リザベータ・マリノフスカヤによる「Историко - культур-
ное наследие архитектуры национального стиля Казахста-
на（カザフスタンの民族様式建築の歴史的・文化的遺産）」
（2016年）は主に 1930年代後半のアルマ・アタの民族
様式建築，特にオペラ・バレー劇場に関するものであり，

「Театр эпохи строительства социализма. Н. А. Круглов
(1883–1938)（社会主義建設時代の劇場 N.A.クルグロフ
(1883–1938)）」（2017年）は抑圧された建築家クルグロ
フに関するものである．

この時代の建築に関する書籍として出版されたものは，

前述の 2024年の諸喜田真の論文 1.1項にて言及されてい
る通りである．

11..22 研研究究のの目目的的とと方方法法

1937年にモスクワで開催された第一回全ソ連建築家
同盟会議から大祖国戦争終了の 1945年までの間の第三
次五カ年計画におけるカザフスタンのアルマトイのソビ

エト時代の都市計画や建築において，建築様式の傾向は

サモイロフの論文により明らかにされているが，ではい

かなる理由で構成主義から古典様式を取り入れた様式へ

と移行されていったのか明らかにされていない．またフ

ァサード上の要素については記述されているが公共・住

宅建築のファサード上の構成に関しては分析が行われて

いない．2016年のマリノフスカヤの論文も当時のアル
マ・アタの状況について言及しているが中央の政治・建

築的状況については言及されておらず，建築のボリュー

ム構成や平面構成・計画についての分析も行われておら

ず，これらを明らかにする必要がある．

その方法として過去の研究論文やこれまで出版されて
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きた書籍・雑誌などの二次資料をレビューし，筆者自身

が撮影した写真も活用してソ連の第三次五カ年計画にお

いてどのような政策・決議が行われ都市計画・建築建設

が実行されていったのか，また当時建築家の発言や言説・

論考がその後の都市計画・建築にどのような影響をもた

らしたのかを考察し都市計画・建築様式，ファサードデ

ザインの構造，ボリューム構成や平面構成・計画の変遷

を本稿にて明らかにしていく．

また論文や二次資料をレビューし明らかにされていな

い項目を抽出し，今後一次資料を基にどのような研究が

必要かを考察していく．

22.. 11993377年年かからら戦戦前前ままででのの政政治治・・建建築築界界のの状状況況

1937年 6月 16日から 6月 26日にかけてモスクワにて
第一回全ソ連建築家同盟会議が開催された文献 2 )．会議に

おいて K.アラビヤン，A.シューセフ，N.コリらがソ連建
築の課題に対する報告を行い，B.イオファン，V.シュー
コ，V.ゲルフレイフによるソビエト宮殿の建築に関する
報告，都市計画と再建の問題として S.チェルニシェフに
よる「モスクワ復興の一般計画について」，L.イルイン
による「レニングラードの計画と都市アンサンブルの問

題について」，G.シモノフと A.モルドヴィノフによる「住
宅建築」，M.ギンズブルグによる「住宅建設の工業化に
ついて」，M.クリューノフと I.ジョルトフスキーによる
建築教育の講演が行われた文献 3 )．

アラビヤンはドイツやイタリアのファシズム建築に対

して批判を行い文献 4)，構成主義・形式主義特にメーリニ

コフやギンズブルグに対して徹底的な批判を行い文献 5)，

形式主義的な都市計画に対しても批判を行った文献 6)．「党

は我々に古典的な遺産と近代建築が生み出した最高のも

の全てを批判的に研究するという任務を課した（筆者

訳）」文献 7)とし，「ブルネレスキ，パッラーディオ，ブ

ラマンテ，その他のルネサンスの偉大な建築家から文化

遺産をマスターする方法を学ばなければならない（筆者

訳）」文献 8)として，パッラーディオの言葉を引用し文献 9)

「社会主義リアリズムの建築を創造する我々ソビエト建

築家にとって多くの価値が含まれている（筆者訳）」文献

10)とした．また「建築，絵画，彫刻という 三つの芸術を

総合するという問題は我々にとって非常に重要」文献 11)

とし，「民俗芸術の最良の例は全てのソビエト建築家に

とって国家的誇りの源であり，（中略）民俗芸術や他の

兄弟国家共和国の最良の例に目を向ける必要がある（筆

者訳）」文献 12)としてレーニンの「民族文化と国際文化」

を引き合いに出し「国家建築遺産の発展において私たち

が指針となるべきもの（筆者訳）」文献 13)とした．最後に

「建築の工業化に向けて西ヨーロッパとアメリカの建築

界の優れた代表者の豊かな経験を活用することは非常に

重要である（筆者訳）」文献 14)として「オーギュスト・ペ

レの鉄筋コンクリート技術，フランク・ロイド・ライト

や最良の現代アメリカ建築から多くを学ぶことが出来

る」文献 15)と締めくくった．

ギンズブルグは構成主義について殆ど述べず，「建築

における社会主義リアリズムとは現実を真実に理解し描

写する能力であり，自然主義とは異なり永遠の無作為の

中にではなく最も典型的な現れと最も典型的な環境の中

にある．（中略）ソビエトの現実を注意深く研究し，こ

の現実の新しい図を創造的に一般化することに向けられ

るべきで，これは社会主義リアリズムであると主張する

あらゆる作品の基礎となるべきで，（中略）議会は標準

設計の問題を鋭く提起する必要があり，（中略）過去の

建築遺産を注意深く研究すると同時に，時代の特徴を表

現するさらに美しく活気に満ちた建築作品を生み出さな

ければならない（筆者訳）」文献 16 )と述べた．

L.ルドネフは1937年5月から開催されたパリ万国博覧
会のソ連館を訪れたことを語り，「ソ連館の建築におい

て新しいことは建築家に与えられた課題に対するイデオ

ロギー的アプローチであり，これこそがソ連の建築の取

るべき方向性である（筆者訳）」文献 17)と述べた．

I.マッツァは「マルクス・レーニン主義の手法をもっ
て社会主義リアリズムのために闘う集団が必要であり，

建築家連合の批評・理論部門である建築アカデミーが行

うべきである（筆者訳）」文献 18)と述べた．

D.E.アーキンは「近年の古典の解釈において二つの学
派が確認できるが，両方とも古典の遺産を誤って解釈し

ているよう感じられ，（中略）『レニングラード派』は

重厚で超記念碑的な形式のみに重点を置くことによって

我々の時代の偉大さを表現できると信じ，ローマ風のモ

チーフやその他のモチーフが使用され超記念碑的な表現

が行われており，もう一つの『ジョルトフスキー派』は

師の繊細なディテールに感銘を受けて初期ルネッサンス

や古代ギリシャに傾倒しており，彼らが自らの才能を示

すには再編成が必要だ（筆者訳）」と非難し文献 19)，「我々

の『古典』には現代性が著しく欠けており現代の産業技

術を建築的に習得しなければならない（筆者訳）」文献 20)

と主張した．

アルメニアのマズマニャンは「我々は世界の建築の継

承者であり世界の古典的な遺産を自らのものであるよう

に扱うが，私たちの研究対象である祖国にも探求すべき

民族芸術が膨大にあり，形式的には民族文化であり内容

的には社会主義であるというスターリン主義の定義は理

解されておらず他の共和国の設計には用いるがロシアに

おいては忘却する（筆者訳）」文献 21 )とロシアの偉大な遺

産を無視した建築家を非難した．

都市計画においてはアンサンブルの問題について言及

され文献 22)，住宅建設に関する議論はアパートの構造と内

部配置と設備の工業化，類型化と標準化の問題に焦点が
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され文献 22)，住宅建設に関する議論はアパートの構造と内
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当てられた文献 23)．

また外国人建築家の演説も行われ，スペインの建築家

マヌエル・サンチェス・アルカスは遺産としての芸術に

ついてスピーチを行い文献 24)，フランスのフランシス・ジ

ョルダンは社会主義リアリズムについて言及し「社会主

義リアリズムの手法を習得するには必然的に資本主義の

遺産を利用しなければならないというのは正しい（筆者

訳）」文献 25 )と述べた．アメリカのフランク・ロイド・ラ

イトは会議が行われたホールの装飾に対し「このホール

の優雅さはむしろ余暇の生活を物語るものであり，いわ

ゆる新しい有機的な建築のレベルにははるかに及ばな

い．（中略）有機的な建築を創造する正しい方法は，建

築を科学的に組織化し真の人間性の精神で建築を活性化

することである．（中略）ソビエト・ロシアは正しい計

画思想を実現するための機が熟しており，有機的建築は

新しい自由な生活のアイデアを表現するだけでなくこの

生活をどこよりもうまく送る機会をソ連に提供するだろ

う．（中略）ソビエト・ロシア発の有機的建築のアイデ

アは大陸各国の孤立した生活が続けば他の国々にも広が

っていくだろう（筆者訳）」文献 26)とスピーチを行い称賛

を浴びた．

ヴェスニンも報告に対する議論にて「構成主義はすで
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労働者大衆の利益を満たす高速建設方法のために戦わな
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ければならない」文献 36)と締めくくった．

33.. 第第三三次次五五カカ年年計計画画（（1938－－1942））ににおおけけるる都都市市計計画画
第三次五カ年計画が 1938年から 1942年まで施行され
たが，1935年ソ連人民委員会及びソ連共産党中央委員会
による「モスクワ復興のための一般計画」において決議

された内容はカザフスタンの都市計画においてその基礎

となった文献 37)．歴史的に確立された都市構造を保守しな

がら再構築が同時に行われ，都市は社会主義時代の偉大

さと美的さが反映されるよう設計されたアンサンブル，

広場，街路システムの構築が予定された文献 38)．

（図 1）中央広場出典 1)

（図 2）中央広場透視図出典 2)

ロシアの教育人民委員会の建築計画第一スタジオの建

築家 A.レプキン，I.グレビッチによって 1936年に完了し
た最初の計画と再建プロジェクトの一般計画は 1937年
カザフスタン人民委員会によって承認され文献 39)，それに

従ってアルマ・アタにおける産業・土木建設の建設が

1930年代後半に行われた．「大きな村から文化的で快適
な都市に，真の首都に，科学の中心地（筆者訳）」へ移

行させるという計画で文献 40)，1955年までに人口を 36万

人にまで増加させるというものであったが文献 41)，「都市

構造の基本計画としては従来の長方形のシステムを援用

しつつ都市における道路と広場のネットワークの合理化

を行うものであった．また西側への拡張は都市の発展に

おいて必要とされヴェスノフカ川沿いに新たな建設が予

定された．この計画にてスターリン通りとコムソモルス

カヤ通りを都市を構成する中心軸としスターリン通りは

南北の軸線として，コムソモルスカヤ通りは西方向への

重要な拡張軸線として構成しその交差点部分総督府の北

側に新たな中央広場が計画された（筆者訳）」文献 42)（図

1，2）．またスターリン通り北側に鉄道駅や劇場の広場
の建設が予定され文献 43)，スターリン通りの南側の端部に

接続された東西を貫通するアバイ通りから南側への小さ

な拡張も計画された（図 3）．

（図 3）再建プロジェクト図，1937年出典 3)

33..11 第第三三次次五五カカ年年計計画画ににおおけけるる公公共共建建築築

コムソモルスカヤ通り西側にレニングラードの建築家

A.ゲゲーロ，D.クリチェフスキーの設計により 1937年に
医学研究所（写真 1）が建設されたが，角柱と付け柱に
よる列柱構成で，平面図（図 4）においては端部・階段
室が突き出しており構成主義の手法が残されている．三

棟で構成され中庭を形成しており，中央・左翼の棟が右

翼部分と列柱などのデザインも異なっているが左翼部分

は「当時の建築的状況の転向により P. ラスポポフによっ
て 1938年に設計変更が行われた（筆者訳）」文献 44)（写
真 2）．中央部分は 1951年に B.ステシンの設計によって
完成したが，立面図（図 5，6）からゲゲーロの設計図に
基づいて装飾などの変更が行われたものと考えられる．

右翼部分の角柱の配列による入れ子的な構造にレニン

グラードの建築家 V.シューコの設計により 1928年から
1941年にかけて完成したモスクワのレーニン図書館（写
真 3）の影響が見受けられるが，配置計画や構成におい
ても V.シューコの設計に基づいて 1923年に建設された
レニングラードの記念碑であるスモリヌイ学院へのプロ

ピュライア（写真 4）に近似しており，参照されたので
はないかと考えられる．
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（写真 1）医学研究所右翼部分，1937年出典 4)

（図 4）医学研究所一階平面図出典 5)

（写真 2）医学研究所左翼部分，1938年（筆者撮影）

（図 5）医学研究所立面図（プロジェクト）出典 6)

（図 6）医学研究所立面図（プロジェクト）出典 7)

（写真 3）レーニン図書館出典 8)

（写真 4）スモリヌイ学院へのプロピュライア出典 9)

M.ギンズブルグの設計によって 1934年に建設された
トルキスタン・シベリア鉄道の管理局は 1938年にガラス
張りからM.シュガルによってファサードに付柱や人物
像の彫刻等が加えられ古典様式へと改修された文献 45)（写

真 5）．これは建築界の状況変更に伴い何らかの政治的
な決定が関与しているものと考えられる．

（写真 5）鉄道管理局，1938年出典 10)

スターリン通り北側始点にアルマ・アタⅡ鉄道駅（写
真 6）がウクライナの設計機関であるハリコフプロエク
トによる標準設計に従って文献 46）M.クドゥリャフツェフ，
A.ガルキンの設計により 1939年に列柱を取り付けた古
典主義の様式で建設された．D.バラギンの著書では 1936
年文献 47)としているが，メンディクロフの著書によれば

1938－1939年としている文献 48)．M. N.サルモバの著書に
おいて鉄道駅の写真はなく立面図（図 7）が掲載されて
おり建設中と記述があり文献 49)1939年の可能性が高い．立
面図中の左翼部分は 1977年に完成している文献 50)．両翼
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の高さが異なる左右非対称で構成され駅舎右側部分が半

円形になっており構成主義の手法が残されている文献 51)．

（写真 6）アルマ・アタⅡ鉄道駅，1939年出典 11)

（図 7）アルマ・アタⅡ鉄道駅立面図出典 12)

スターリン通りにトラムが開通しアルマ・アタⅡ鉄道
駅から南に向かって新たな行政機関の施設が建設されて

いったが，M.シュガルの設計によって 1938年に建設さ
れた健康人民委員会（写真 7，8）を中心に G.クシュナレ
ンコの設計により 1938年に建設された国家農業省（写真
9），食品産業人民委員会（写真 10）が左右対称に配置
され広場を伴ったアンサンブルが形成された．M.シュガ
ルの設計により 1937年に建設された財務省（写真 11）
などの行政施設が中央広場に対して正面を向くよう中央

広場北西のスターリン通り沿い西側に建設された．

（写真 7）健康人民委員会，1938年出典 13)

（写真 8）中央:健康人民委員会，左:国家農業省，右:食
品産業人民委員会，1938年出典 14)

（図 8）健康人民委員会平面図出典 15)

健康人民委員会の平面（図 8）において裏側部分の階
段室が突き出しており構成主義の手法が残されている．

国家農業省と食品産業人民委員会はL字型の平面構成で，
食品産業人民委員会の平面（図 9）においては端部の階
段室が突き出ており構成主義の手法が残されている．

メンデイクロフは自身の著書で国家農業省に対し「遺

産を批判的に利用する意識が希薄で創造的再設計がなさ

れていない（筆者訳）」と批判し，食品産業人民委員会

に対しては「設計者はイオニア式オーダーを創造的に再

設計した結果だろう（筆者訳）」と評価した文献 52)．どち

らともクシュナレンコによる設計であるが，なぜオーダ

ーが異なっているのか理由は判明していない．

（写真 9）国家農業省，1938年出典 16)
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品産業人民委員会，1938年出典 14)

（図 8）健康人民委員会平面図出典 15)

健康人民委員会の平面（図 8）において裏側部分の階
段室が突き出しており構成主義の手法が残されている．

国家農業省と食品産業人民委員会はL字型の平面構成で，
食品産業人民委員会の平面（図 9）においては端部の階
段室が突き出ており構成主義の手法が残されている．

メンデイクロフは自身の著書で国家農業省に対し「遺

産を批判的に利用する意識が希薄で創造的再設計がなさ

れていない（筆者訳）」と批判し，食品産業人民委員会

に対しては「設計者はイオニア式オーダーを創造的に再

設計した結果だろう（筆者訳）」と評価した文献 52)．どち

らともクシュナレンコによる設計であるが，なぜオーダ

ーが異なっているのか理由は判明していない．

（写真 9）国家農業省，1938年出典 16)

（写真 10）食品産業人民委員会，1938年（筆者撮影）

（図 9）食品産業人民委員会平面図出典 17)

健康人民委員会を中心に両サイドに列柱の付け柱を配

した建築の構成だが，前述の医学研究所と共通点がみら

れる．M.サルモフの 1937年の著書には医学研究所の立
面図と健康人民委員会の透視図は掲載されているが国家

農業省と食品産業人民委員会については無いことから，

医学研究所と人民健康委員会の方が先に計画されクシュ

ナレンコが医学研究所の配置計画を参考にした可能性が

ある．

（写真 11）財務省，1937年出典 18)

（図 10）財務省平面図出典 19)

財務省の平面図（図 10）を見ると食品産業人民委員会
と比較して L字形の要素は弱まったが，交差部にポルテ
ィコを設け階段室が突き出しており構成主義の手法が残

されている．

国家農業省と食品産業人民委員会，財務省のファサー

ドにおいてはオーダーがそれぞれ異なるがジャイアン

ト・オーダーの付け柱が用いられている．

T. K.バセノフはこの時期の建築に対して「カザフスタ
ンの建築における発展はロシア古典建築の遺産の発展的

活用であり，I.フォーミンや V.シューコらの建築スクー
ルによって創造的に設計された古典建築はカザフスタン

の建築に適していた（筆者訳）」文献 53)とした．

これらの三棟に対しメンディクロフは「古典建築の要

素をそのまま使用しカザフスタンの遺産を批判的に使用

するという意識が薄く創造性に欠ける（筆者訳）」文献 54)

と批判し，「鉄道駅・財務省棟に関しては共和国文化や

農民，兵士などを主題にしたバスレリーフや彫刻がソ連

の公共建築における芸術性を高めている（筆者訳）」文献

55)と評した．キルギスの建築家クルバトフは「1930年代
中期ソ連の建築家の方向性が再構築するプロセスにおい

て建築における『モニュメント化』が行われた（筆者訳）」
文献 56)としたが医学研究所，人民健康委員会・国家農業省・

食品産業人民委員会においてアンサンブル広場を軸にし

た中心性・対称性など「モニュメント化」への傾向が伺

える．

33..22 第第三三次次五五カカ年年計計画画ににおおけけるる住住宅宅計計画画

1930年代後半，第二次五カ年計画の政策の成功を受け
て住宅建設がソ連全土で大規模なものとなり文献 57)，住宅

団地 No.5（写真 12）がカレーニン－パンフィロフ通りの
交差点にM.レビンソンの設計で 1938年に建設された．
複数の家族が一戸のアパートに住むことが以前からの習

慣であったため，1フロアの戸数を二つにし，一戸に二
世帯が住めるよう設計された文献 58)．平面図（図 11）を見
るとブロックで構成され完全にシンメトリーとなってお

り階段室の突き出しも無くなっている．また真ん中の部

分が両サイドよりも引っ込みかつ一層高くなっておりモ

ニュメンタル性が表現され，一層から二層目にかけて角

柱の付け柱が取り付けられ上部にアーチ状の装飾が導入

されている．ただ平滑なファサードにアーチや列柱，ペ

ディメントを取り付けただけのように見え，名称も No.5
とされながら後述の建物よりも建設年代が後であること

には疑問が残る．

「これにより大型の集合住宅を設計しようとする傾向

が表れたが経済的・技術的問題が考慮されておらず設計

者たちは 1戸当たりの面積がより小さい集合住宅の建設
が必要と考えていたが，1937年に開催されたソ連建築家
同盟の会議において，先の複数の部屋を持つ一戸に対し

複数の家族が住むことは経済的にも不都合とされ一家族

一戸の標準タイプの集合住宅の開発が進められた．それ

に従い二部屋の四戸の集合住宅が 2種類設計された（筆
者訳）」文献 59)．
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（写真 12）住宅団地 No.5，1938年出典 20)

（図 11）住宅団地 No.5一階平面図出典 21)

レニングラードの建築家 G.A.シモロフは「ソ連の建
築」1936年第 7号に「住宅の建築」という論考を投稿し，
「住宅建築は抽象的かつ一般的な形態ではなく，地方の

住宅においては特定の地方の気候や自然条件に基づいた

民族的住宅デザインの創造について議論する必要があ

る．（中略）住宅は日当たりがよくファサードはロッジ

アやバルコニーなどによって陰影の富んだものでなくて

はならない（筆者訳）」と主張した文献 60)．

スターリン通り－カレーニン通りの交差点に住宅団地

No.7（写真 13）が Ya.スタンケビッチ，V.トベルドフレ
ボフ，M.クドゥリャフツェフの設計により 1937年に建
設された．「これらの建築は重要な道路に面していたた

めこれまでの集合住宅のデザインと比較してファサード

デザインの表現力が高まっていった（筆者訳）」文献 61)．

前面中央部と両サイドに三層に渡る角柱の付け柱を取り

入れ中庭への通風用の通路の表現方法など，ファサード

表現がより彫りが深くアール・デコとして強調されてき

たが，住宅団地 No.7の道路交差点部分の隅部のボリュー
ム構成においては住宅団地 No.4のように構成主義の影
響が残されている．平面計画（図 12）においては北側両
翼部分においては部屋数が異なるブロックで構成されて

いるが全体としてはシンメトリーの構成だが，階段室の

部分が若干だが突き出している．

（写真 13）住宅団地 No.7，1937年出典 22)

（図 12）住宅団地 No.7一階平面図出典 23)

（写真 14）スタハノフの家，1938年出典 24)

（写真 15）スタハノフの家，1938年（筆者撮影）

Ya.スタンケビッチの設計によりパンフィロフ－キロ
フ通りにスタハノフの家（住宅団地 No.6）（写真 14，15）

― 44 ―



（写真 12）住宅団地 No.5，1938年出典 20)

（図 11）住宅団地 No.5一階平面図出典 21)

レニングラードの建築家 G.A.シモロフは「ソ連の建
築」1936年第 7号に「住宅の建築」という論考を投稿し，
「住宅建築は抽象的かつ一般的な形態ではなく，地方の

住宅においては特定の地方の気候や自然条件に基づいた

民族的住宅デザインの創造について議論する必要があ

る．（中略）住宅は日当たりがよくファサードはロッジ

アやバルコニーなどによって陰影の富んだものでなくて

はならない（筆者訳）」と主張した文献 60)．

スターリン通り－カレーニン通りの交差点に住宅団地

No.7（写真 13）が Ya.スタンケビッチ，V.トベルドフレ
ボフ，M.クドゥリャフツェフの設計により 1937年に建
設された．「これらの建築は重要な道路に面していたた

めこれまでの集合住宅のデザインと比較してファサード

デザインの表現力が高まっていった（筆者訳）」文献 61)．

前面中央部と両サイドに三層に渡る角柱の付け柱を取り

入れ中庭への通風用の通路の表現方法など，ファサード

表現がより彫りが深くアール・デコとして強調されてき

たが，住宅団地 No.7の道路交差点部分の隅部のボリュー
ム構成においては住宅団地 No.4のように構成主義の影
響が残されている．平面計画（図 12）においては北側両
翼部分においては部屋数が異なるブロックで構成されて

いるが全体としてはシンメトリーの構成だが，階段室の

部分が若干だが突き出している．

（写真 13）住宅団地 No.7，1937年出典 22)

（図 12）住宅団地 No.7一階平面図出典 23)

（写真 14）スタハノフの家，1938年出典 24)

（写真 15）スタハノフの家，1938年（筆者撮影）

Ya.スタンケビッチの設計によりパンフィロフ－キロ
フ通りにスタハノフの家（住宅団地 No.6）（写真 14，15）

が 1938年に建設された．以前はメンディクロフにより設
計者はM.クドゥリャフツェフとされていたが文献 62)，マ
リノフスカヤによりスタンケビッチと判明した文献 63)．平

面構成（図 13）など前述の住宅団地 No.7に近い構成で
あるが，一層目の巨大な基壇や二層に渡るジャイアント・

オーダーとバルコニー，通路のアーチ部分からパッラー

ディオのパラッツォ・ポルトーブレンガツェを参照した

のではないかと考えられる．

（図 13）スタハノフの家一階平面図出典 25)

（写真 16）三階建ての住宅，1938年出典 26)

ゴーリキ通り注 1)に三階建ての住宅（写真 16）が Y. イ
シェフ，V.トベルドフレボフの設計によって 1938年に建
設されたが文献 64)，明らかに I.ジョルトフスキー設計によ
るモスクワのモホヴァヤ通りの住宅が参照されている文

献 65)．

33..33 管管理理局局・・高高等等教教育育機機関関・・医医療療機機関関のの建建築築

コムソモルスカヤ通りの東側の地区に体育館と寄宿舎

がヴェールヌイ時代の 1890年代に建設されており最初
の教育機関であったが，「文化宮殿を皮切りにそれを引

き継いでいく形で同通り沿いに西に向かって管理局や高

等教育機関，医療機関の施設群が建設されていった（筆

者訳）」文献 66)．

コムソモルスカヤ通りとフルマノフ通りの交差点に南

カザフ地質管理局が G.クシュナレンコ，E.ボリセンコの
設計によって 1939年に建設された文献 67)（写真 17）．カ
ザフスタン地質委員会の支部が旧首都であったクズ・オ

ルダからアルマ・アタへの移転のために建設されたが文献

68)，平面図（図 14）を見ると湾曲したコーナー部分の両
サイドに部屋を付したボリュームが取り付けられ，GPU
のクラブ劇場と同様の構成であり，階段室を含む両翼端

部も突き出しており構成主義の要素が残されている．東

側の長い部分は二重壁で構造が切れていることから後か

ら増築されたものと考えられる．

（写真 17）南カザフ地質管理局，1939年出典 27)

（図 14）南カザフ地質管理局平面図出典 28)

コムソモルスカヤ通りに沿ってミラ通りからヴェスノ

フカ川東側のコスモナフトフ通り注 2)にかけて高等教育

機関が建設されていった．ジェルジェンスキー通りの交

差点に外国語研究所（写真 18）がM.クドゥリャフツェ
フの設計によって 1939年に建設された．

（写真 18）外国語研究所，1939年出典 29)
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メインファサード妻側には三層に渡る多角形柱のジャ

イアント・オーダーによるルネッサンス様式のセルリア

ーナが用いられている．

1934年から 36年にかけて建設された学校建築におい
て細長いボリュームのサイドのボリュームの妻側にポル

ティコとジャイアント・オーダーが配置されている建築

が数多く見られたが文献 69)，平面図（図 15）においてそれ
らと同様の平面構成で構成主義の影響が残されている．

（図 15）外国語研究所平面図出典 30)

1920年代半ばから医療関連施設の建設が始まるよう
になったが文献 70)，1937年時，病院特に産科のベッド数が
不足しており文献 71)女性と子供の健康を守るための特殊

な医療機関が建設されていくようになった文献 72)．第三次

五カ年計画の最初の三年間で数多くの病院や医療施設が

建設されたが，コムソモルスカヤ通り沿いに道路を介し

て前述した医学研究所の向かい側に治療クリニック（写

真 19）がモスクワの建築家 N.ドゥルガチ，A.カプルンの
設計文献 73)によって 1939年に建設された．この地区には
病院街区が形成されたが，当時欧米の病院建設に関する

情報がソ連にも入っており，米国では高層棟による集中

システムが導入されていたがソ連ではそのシステムに対

し半否定的で「半集中型」システムが採用された文献 74)．

これにより病院街区が形成されていったのではないかと

考えられる．

この前面に設けられたポルティコはフィリッポ・ブル

ネレッスキのオスペダーレ・デリ・インノチェンティを

参照したと考えられ，ルネッサンス建築様式で建設され

たが，マリノフスカヤはプロジェクト段階（図 16）では
中央アジア地域の伝統住宅の柱で構成されたイーワーン
注 3)とした文献 75)．平面図（図 17）においてはシンメトリ
ーで，階段室も含め平滑な構成となっている．

N.ドゥルガチは 1929年に N.ラドフスキーの「ダイナ
ミック都市」の計画に参加しており，その後モスクワの

設計機関ギプロゴルによる都市計画に関わりアルマ・ア

タのマスタープランの開発に携わった文献 76 )．

1930年までにはカザフスタン国内の建設量が増加し

合理化する必要性から同年に設計機関のカズゴスプロエ

クトが組織されたが文献 77)，モスクワやレニングラードな

ど多くの設計者が中央から招待され，その中には亡命者

も含まれており文献 78)，中央からの建築家に対して地域性

を主張できる地元の建築家はいなかった文献 79)．

（写真 19）治療クリニック，1939年出典 31)

（図 16）治療クリニックプロジェクト案，1934年出典 32)

（図 17）治療クリニック平面図出典 33)

44.. ババレレーー・・オオペペララ劇劇場場のの建建設設とと全全ソソ連連農農業業博博覧覧会会

1932年モスクワのソビエト宮殿の設計競技が開催さ
れた同じ年にバレー・オペラ劇場の設計競技が行われ，

「『社会主義のプロパガンダのために最も利便な手段の

一つである劇場の社会的および政治的任務』であること

に重点が置かれた．設計競技の課題は歴史的に確立され

た建築とは異なるソビエトの建築における革新的な社会

主義劇場の探求であり『社会主義的競技における大衆の

集会，議会および地区集会を開催するための拠点』が強

調された（筆者訳）」文献 80)．「ロシア教育人民委員会の

S.ブブノフが率いた審査員にV.シューコやA.シューセフ，
カザフスタンの指導者らが招待され競技の最初は公開に
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メインファサード妻側には三層に渡る多角形柱のジャ

イアント・オーダーによるルネッサンス様式のセルリア

ーナが用いられている．

1934年から 36年にかけて建設された学校建築におい
て細長いボリュームのサイドのボリュームの妻側にポル

ティコとジャイアント・オーダーが配置されている建築

が数多く見られたが文献 69)，平面図（図 15）においてそれ
らと同様の平面構成で構成主義の影響が残されている．
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1920年代半ばから医療関連施設の建設が始まるよう
になったが文献 70)，1937年時，病院特に産科のベッド数が
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五カ年計画の最初の三年間で数多くの病院や医療施設が

建設されたが，コムソモルスカヤ通り沿いに道路を介し

て前述した医学研究所の向かい側に治療クリニック（写

真 19）がモスクワの建築家 N.ドゥルガチ，A.カプルンの
設計文献 73)によって 1939年に建設された．この地区には
病院街区が形成されたが，当時欧米の病院建設に関する

情報がソ連にも入っており，米国では高層棟による集中

システムが導入されていたがソ連ではそのシステムに対

し半否定的で「半集中型」システムが採用された文献 74)．

これにより病院街区が形成されていったのではないかと

考えられる．

この前面に設けられたポルティコはフィリッポ・ブル

ネレッスキのオスペダーレ・デリ・インノチェンティを

参照したと考えられ，ルネッサンス建築様式で建設され

たが，マリノフスカヤはプロジェクト段階（図 16）では
中央アジア地域の伝統住宅の柱で構成されたイーワーン
注 3)とした文献 75)．平面図（図 17）においてはシンメトリ
ーで，階段室も含め平滑な構成となっている．

N.ドゥルガチは 1929年に N.ラドフスキーの「ダイナ
ミック都市」の計画に参加しており，その後モスクワの

設計機関ギプロゴルによる都市計画に関わりアルマ・ア

タのマスタープランの開発に携わった文献 76 )．

1930年までにはカザフスタン国内の建設量が増加し

合理化する必要性から同年に設計機関のカズゴスプロエ

クトが組織されたが文献 77)，モスクワやレニングラードな

ど多くの設計者が中央から招待され，その中には亡命者

も含まれており文献 78)，中央からの建築家に対して地域性

を主張できる地元の建築家はいなかった文献 79)．

（写真 19）治療クリニック，1939年出典 31)

（図 16）治療クリニックプロジェクト案，1934年出典 32)

（図 17）治療クリニック平面図出典 33)

44.. ババレレーー・・オオペペララ劇劇場場のの建建設設とと全全ソソ連連農農業業博博覧覧会会

1932年モスクワのソビエト宮殿の設計競技が開催さ
れた同じ年にバレー・オペラ劇場の設計競技が行われ，

「『社会主義のプロパガンダのために最も利便な手段の

一つである劇場の社会的および政治的任務』であること

に重点が置かれた．設計競技の課題は歴史的に確立され

た建築とは異なるソビエトの建築における革新的な社会

主義劇場の探求であり『社会主義的競技における大衆の

集会，議会および地区集会を開催するための拠点』が強

調された（筆者訳）」文献 80)．「ロシア教育人民委員会の

S.ブブノフが率いた審査員にV.シューコやA.シューセフ，
カザフスタンの指導者らが招待され競技の最初は公開に

て行われ数多くの建築家が参加したが（筆者訳）」文献 81)，

「同年に行われた二回目の競技において モスクワから

V.ココリンと V.ウラジミロフ，N.クルグロフ，レニング
ラードから A.ゲゲーロ・D.クリチェフスキー，V.ライリ
ャンらが招待され（筆者訳）」文献 82)，最終的にクルグロ

フの案（図 18）が選ばれた文献 83)．

（図 18）クルグロフの劇場案，1934年出典 34)

（写真 20）アレクサンドリンスキー劇場，1832年出典 35 )

（図 19）クルグロフの劇場変更案，1938年出典 36)

クルグロフの案は楕円形の屋外スタンドを含んだ構成

主義と古典主義を融合した案であったが，「1934年カザ
フ中央委員会初代書記長のL.ミルゾヤンはレニングラー
ドのアレクサンドリンスキー劇場注 4)（写真 20）のよう
な建築が必要だとし，アラタウ山脈を背景に見えるパン

フィロフ通りへ劇場の敷地変更を決定した（筆者訳）」
文献 84)．「当時の建築様式の移行から建設は遅れ変更を余

儀なくされ文献 85)（図 19）（筆者訳）」，1936年から建
設が始まったがクルグロフの逮捕により 1938年に建設
がストップされた文献 86)．

F. パシェンコは 1939年第 7号の「ソ連の建築」誌上
にて「社会主義建築における民族的形態の問題について」

の論考を提議し，「民族建築の繁栄は何世紀もかけて名

もなき民俗建築家によってもたらされ，その地域特有の

材料で建設されその地域の気候・自然・社会的家庭的条

件に適用させていった．故にソ連の建築家は自国の民族

建築を注意深く研究しなければならない．（中略）建築

記念碑を研究し修復するという課題は明らかで，その貴

重な遺産を直接借用するのではなく批判的に創造し自然

の特徴や建築材料と有機的に結びついた建築を創造し，

それは同志スターリンの『内容は社会主義的，形式は民

族主義的』と矛盾しない．（中略）その地域の住民や自

然環境の特徴を考慮しない建築がいまだに建設され地方

の伝統を無視するやり方は正当化されない（筆者訳）」

と批判した文献 87)．

1939年8月にモスクワにて全ソ連農業博覧会が開催さ
れ，社会主義農業と集団農場システムの成功を展示する

各共和国のパビリオンにおいて各国ごとの歴史的建築や

民俗装飾が取り入れられ（写真 21），この成功によりソ
連の各共和国の建築デザインに多大な影響を与え，民族

様式への取り組みが行われるようになった文献 88)．メンデ

ィクロフは自身の著書で「ロシア古典建築の構成技法と

民族的装飾芸術の創造的組み合わせに基づいた，民族的

形態の探求における肯定的な経験（筆者訳）」と評した
文献 89)．

（写真 21）カザフスタンパビリオン，1939年出典 37)

A.シューセフは 1940年第 12号の「ソ連の建築」誌上
にて「建築における国家的な形態」という論考を発表し，

「『ロシア』と『東洋』の様式は未だ研究が不十分であ

るためソ連の建築家は国家的な形態の探求においてその

アカデミックな様式化には頼ってはならず更なる研究が

必要である．（中略）過去の記念碑の研究は国家単独で

行うべきではなく例えばキルギスにおけるユルタ注 5)の

ような建築を作り上げるのは重大な間違いであり，キル

ギスの装飾的な民族的伝承を用い地域の気候や生活スタ

イルにのっとった建物をそれらで装飾するべきだ（筆者

訳）」と主張し文献 90)，自ら設計したロシア古典様式とそ

の地域の民俗装飾を組み合わせたジョージアのトビリシ

のマルクス・エンゲルス・レーニン研究所やウズベキス

タンのタシケントのナヴォイ劇場の解説を誌上で行った
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文献 91)．

（写真 22）バレー・オペラ劇場，1941年出典 38)

（写真 23）コシュカルムイズ出典 39)

（写真 24）バレー・オペラ劇場内装，1941年出典 40)

クルグロフの逮捕により 1936年以来クルグロフと共
に設計に携わっていた N.プロスタコフによって引き続
き行われ 1941年にバレー・オペラ劇場が完成した文献 92)

（写真 22）．プロスタコフは前述の全ソ連農業博覧会で
従事した経験があり文献 93)，カザフの伝統的な装飾である

コシュカルムイズ（写真 23）が前面ロッジアの角柱の柱
頭やコーニス部分，屋根上の欄干部分に初めて用いられ

た文献 94)．内部空間においてもバルコニーの手摺などにも

同様に用いられ，伝統建築のモティーフである尖頭形の

アーチが開口部に用いられた文献 95)（写真 24）．「ロシア
古典様式とカザフの民族装飾を統合して新たな民族的形

式が模索されるようになったが，この新たな傾向は大祖

国戦争中にバレー・オペラ劇場の建設により初めて出現

した（筆者訳）」とメンディクロフは供述した文献 96)．

アルマ・アタのバレー・オペラ劇場の平面図（図 20）
とアレクサンドリンスキー劇場の平面図（図 21）を比較
してみると，バレー・オペラ劇場の階段室部分は壁から

若干突き出しており，またその部分の窓も写真で確認す

ると縦長であり構成主義の要素が残されている．

（図 20）バレー・オペラ劇場平面図出典 41)

（図 21）アレクサンドリンスキー劇場平面図出典 42 )

（図 22）劇場広場出典 43)

（図 23）アレクサンドリンスキー劇場周辺図出典 44)

1930年代後半にバレー・オペラ劇場周辺において広場
（図 22）が計画され，おそらくクルグロフによる計画で
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文献 91)．

（写真 22）バレー・オペラ劇場，1941年出典 38)

（写真 23）コシュカルムイズ出典 39)

（写真 24）バレー・オペラ劇場内装，1941年出典 40)

クルグロフの逮捕により 1936年以来クルグロフと共
に設計に携わっていた N.プロスタコフによって引き続
き行われ 1941年にバレー・オペラ劇場が完成した文献 92)

（写真 22）．プロスタコフは前述の全ソ連農業博覧会で
従事した経験があり文献 93)，カザフの伝統的な装飾である

コシュカルムイズ（写真 23）が前面ロッジアの角柱の柱
頭やコーニス部分，屋根上の欄干部分に初めて用いられ

た文献 94)．内部空間においてもバルコニーの手摺などにも

同様に用いられ，伝統建築のモティーフである尖頭形の

アーチが開口部に用いられた文献 95)（写真 24）．「ロシア
古典様式とカザフの民族装飾を統合して新たな民族的形

式が模索されるようになったが，この新たな傾向は大祖

国戦争中にバレー・オペラ劇場の建設により初めて出現

した（筆者訳）」とメンディクロフは供述した文献 96)．

アルマ・アタのバレー・オペラ劇場の平面図（図 20）
とアレクサンドリンスキー劇場の平面図（図 21）を比較
してみると，バレー・オペラ劇場の階段室部分は壁から

若干突き出しており，またその部分の窓も写真で確認す

ると縦長であり構成主義の要素が残されている．

（図 20）バレー・オペラ劇場平面図出典 41)

（図 21）アレクサンドリンスキー劇場平面図出典 42 )

（図 22）劇場広場出典 43)

（図 23）アレクサンドリンスキー劇場周辺図出典 44)

1930年代後半にバレー・オペラ劇場周辺において広場
（図 22）が計画され，おそらくクルグロフによる計画で

はないかと考えられるが，劇場を中心にシンメトリーで

極めてモニュメンタルなアンサンブルとなっているが，

この案は実現されなかった．劇場東西側の建物は L字構
成が連続し角部に塔屋のような高層棟が取り付けられ小

さな広場を形成しているが，アレクサンドリンスキー劇

場周辺図（図 23）をもとに L字構成が参照されたのでは
ないかと考えられる．

I.I .ベロツェルコフスキーと B.N.ステシンによる噴水
が設けられた緑地公園計画（図 24）がシンメトリーの構
成とはなっていないがこの案が実現された．

（図 24）劇場広場緑地公園計画（図面上側が南）出典 45)

55.. おおわわりりにに

55..11 ままととめめ

1937年モスクワにて第一回全ソ連建築家同盟会議が
開催され構成主義は徹底的に批判され，ファシズム建築

への批判も行われ，ルネッサンス建築や民族芸術の活用

が推奨されレーニン主義に基づく「社会主義リアリズム」

が強化されていった．この会議に出席していた T. K.バセ
ノフもアルマ・アタの構成主義建築を非難し，レーニン

の教義に基づいて民族装飾を用いるべきと主張した．

また 1937年 10月は十月革命 20周年に当たり社会主
義リアリズムが強調され，その翌年の 1938年にはマルク
ス・レーニン主義に関する書籍が刊行されソ連の建築に

おけるイデオロギーの強化が謳われていった．

1938年から 1942年の第三次五カ年計画において 1935
年の「モスクワ復興のための一般計画」の決議内容はカ

ザフスタンの都市計画の基礎となり社会主義を表現した

アンサンブルなどが構想された．1937年に制定された新
たな一般計画においてスターリン通りとコムソモルスカ

ヤ通りが新たな軸線が設定され，その交差点に新たに巨

大な中央広場が古典的なアンサンブルとして計画され，

そこを中心として東西南北に都市空間の拡張が計画され

たが，行政施設も古典的なアンサンブルを構成しモニュ

メンタル化が推し進められ古典様式で建設されていっ

た．サモイロフは「装飾された古典的なオーダー，アー

チ，ヤシの形のオーダー，ファンタジーオーダー，中央

アジアの柱，簡略化された古典，オーダーのディテール

が施された国家－新古典主義の方向性（筆者訳）」と定

義した文献 97)．しかし外観はロシア古典様式で建設された

人民健康委員会，国家農業省と食品産業人民委員会，財

務省など公共建築における平面構成には従来の構成主義

の要素が残されていた．

住宅建築においてシンメトリー化が進み古典的要素が

ファサードに加えられていき，1936年 7月のシモロフに
よる住宅建築に関する論考以降バルコニーやアール・デ

コ，ルネッサンス建築の要素も導入されより造形的に豊

かになったが，階段室などに構成主義の要素が残されて

いた．

1930年代後半からコムソモルスカヤ通り沿いの西側
へ公共施設が建設され，南カザフ地質管理局における古

典様式や外国語研究所に関してファサードにルネッサン

ス建築の要素が導入されていったが，平面構成において

は構成主義の要素が残されていた．治療クリニックにお

いてはファサード正面にルネッサンス様式が適用された

が平面構成は平滑で，これはモスクワの当時の建築とカ

ザフスタンの建築家との違いではないかと考えられる．

1932年ソビエト宮殿の設計競技が開催された同じ年
にアルマ・アタのバレー・オペラ劇場の設計競技が行わ

れクルグロフによる構成主義的な提案が選出されたが，

1937年の第一回全ソ連建築家同盟会議による建築様式
の移行により何度も変更され，その間の 1939年には全ソ
連農業博覧会がモスクワで開催され各共和国の民族様式

が大々的に表現されたが，その後のソ連の建築に多くの

影響を与えることになった．

1940年はレーニン生誕 70周年に当たりマルクス・レ
ーニン主義に基づいてのみ建築の発展は可能とされ，過

去の遺産を批判的に活用するよう強く謳われた．1941年
にアルマ・アタのバレー・オペラ劇場は，レニングラー

ドのアレクサンドリンスキー劇場を参照しつつロシア古

典様式とカザフの民族装飾を統合した新たな民族的様式

で建設されたが，階段室の部分に構成主義の要素が残さ

れていた．サモイロフはこの時期の様式の傾向を「新国

家的伝統的方向性（筆者訳）」と分析した文献 98)．

1939年の建築雑誌上でパシェンコによる論考が発表
され，ソ連の建築家は自国の伝統を批判的に建築に取り

入れるべきだと主張されたが，アルマ・アタの建築にお

いては A.シューセフが主張したように，伝統建築特有の
形態ではなくロシア古典建築様式にカザフの伝統装飾が

施された建築が建設され，アラビヤンが提唱したレーニ

ンの「民族文化と国際文化」，すなわち「二つの文化」

はこのように形成されていった．

55..22 今今後後のの課課題題

本稿 2で言及したアラビヤンによる発言でドイツやイ
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タリアのファシズム建築への否定があったが，建築にお

ける「社会主義リアリズム」の成立の背景にはファシズ

ムへの対抗心のようなものがあったのか．

本稿 2においてアラビヤンが提唱したレーニンの「民
族文化と国際文化」つまり「二つの文化」がアルマ・ア

タにおいて具体的にどのように展開されていったかさら

に検証する必要性がある．

本稿 3.1にて言及した 1937年に建設された医学研究所
においてゲゲーロらのプロジェクトに基づいて後にラス

ポポスや S.ステシンによって設計が行われたが，ゲゲー
ロのプロジェクトからどのような変更が行われたのか．

またゲゲーロのプロジェクトはV.シューコのプロジェク
トから具体的にどのような影響を受けたのか．

本稿 3.1にて言及した 1938年にトルキスタン・シベリ
ア鉄道管理局が改修されたが，第一回全ソ連建築家同盟

会議がモスクワで開催された後，カザフスタンの共産党

中央委員会やカザフスタンの建築家において何らかの会

議が行われ決定が下されたのか．

本稿 3.1にて言及したアルマ・アタⅡ鉄道駅の建設年代
が著者によって異なるが実際にどれが正しいのか．

本稿 3.1にて言及した国家農業省と食品産業人民委員
会は G.クシュナレンコの設計によって 1938年に建設さ
れたが，なぜ両者のオーダーが異なっているのか．また

健康人民委員会を含むこれら三棟の配置計画は医学研究

所から何らかの参照が行われたのか．参照されたとすれ

ばオーダーが異なっているのは医学研究所の批判的継承

であった可能性が考えられる．また本稿 3.1にて言及し
た 1937年から 1938年にかけて建設された公共建築に対
し，バセノフは「ロシア古典の発展的活用でありフォー

ミンやシューコらの建築スクールが設計した古典建築は

カザフスタンの建築に適していた」と述べたが，彼らは

本稿 2で言及した D.アーキンが述べた「レニングラード
派」で，ゲゲーロは十月革命以前レニングラードにてフ

ォーミンの工房でアシスタントとして働いており文献 99)，

医学研究所ではおそらくレニングラード派の影響を受け

たのではないかと考えられる．シュガルやクシュナレン

コはそのレニングラード派の建築や医学研究所を参照し

た可能性があるが詳しい検証が必要である．

本稿 3.2にて言及した住宅団地 No.5において 1938年
の建設とされているが同年にはトルキスタン・シベリア

鉄道管理局が改修されており，それ以前に建設されてい

て，同様に何らかの政治的決定の後から改修され付け柱

やアーチなどの装飾が取り付けられた可能性はないか．

本稿 3.2にて言及した 1936年のシモロフの論考後に建
設されたスタハノフの家のファサードの表情が陰影の深

いものとなったが，「ジョルトフスキー派」が好んだパ

ッラーディオの建築がどのように参照されたのか．

本稿 4にて言及したバレー・オペラ劇場についてレニ

ングラードのアレクサンドリンスキー劇場のどの部分が

具体的に参照されたのか．また広場計画についてもどの

ような参照が行われたのか．さらに後の広場計画におい

て何故シンメトリーでないのか．それを崩すのには当時

何らかの理由があったと思われる．

本稿においては書籍に掲載された図面や写真，平面計

画やファサードの分析を試しみたが，後に増築されたと

思われる平面図も含まれておりオリジナルの図面を含む

一次資料による更なる検証が必要である．
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タリアのファシズム建築への否定があったが，建築にお

ける「社会主義リアリズム」の成立の背景にはファシズ

ムへの対抗心のようなものがあったのか．

本稿 2においてアラビヤンが提唱したレーニンの「民
族文化と国際文化」つまり「二つの文化」がアルマ・ア

タにおいて具体的にどのように展開されていったかさら

に検証する必要性がある．

本稿 3.1にて言及した 1937年に建設された医学研究所
においてゲゲーロらのプロジェクトに基づいて後にラス

ポポスや S.ステシンによって設計が行われたが，ゲゲー
ロのプロジェクトからどのような変更が行われたのか．

またゲゲーロのプロジェクトはV.シューコのプロジェク
トから具体的にどのような影響を受けたのか．

本稿 3.1にて言及した 1938年にトルキスタン・シベリ
ア鉄道管理局が改修されたが，第一回全ソ連建築家同盟

会議がモスクワで開催された後，カザフスタンの共産党

中央委員会やカザフスタンの建築家において何らかの会

議が行われ決定が下されたのか．

本稿 3.1にて言及したアルマ・アタⅡ鉄道駅の建設年代
が著者によって異なるが実際にどれが正しいのか．

本稿 3.1にて言及した国家農業省と食品産業人民委員
会は G.クシュナレンコの設計によって 1938年に建設さ
れたが，なぜ両者のオーダーが異なっているのか．また

健康人民委員会を含むこれら三棟の配置計画は医学研究

所から何らかの参照が行われたのか．参照されたとすれ

ばオーダーが異なっているのは医学研究所の批判的継承

であった可能性が考えられる．また本稿 3.1にて言及し
た 1937年から 1938年にかけて建設された公共建築に対
し，バセノフは「ロシア古典の発展的活用でありフォー

ミンやシューコらの建築スクールが設計した古典建築は

カザフスタンの建築に適していた」と述べたが，彼らは

本稿 2で言及した D.アーキンが述べた「レニングラード
派」で，ゲゲーロは十月革命以前レニングラードにてフ

ォーミンの工房でアシスタントとして働いており文献 99)，

医学研究所ではおそらくレニングラード派の影響を受け

たのではないかと考えられる．シュガルやクシュナレン

コはそのレニングラード派の建築や医学研究所を参照し

た可能性があるが詳しい検証が必要である．

本稿 3.2にて言及した住宅団地 No.5において 1938年
の建設とされているが同年にはトルキスタン・シベリア

鉄道管理局が改修されており，それ以前に建設されてい

て，同様に何らかの政治的決定の後から改修され付け柱

やアーチなどの装飾が取り付けられた可能性はないか．

本稿 3.2にて言及した 1936年のシモロフの論考後に建
設されたスタハノフの家のファサードの表情が陰影の深

いものとなったが，「ジョルトフスキー派」が好んだパ

ッラーディオの建築がどのように参照されたのか．

本稿 4にて言及したバレー・オペラ劇場についてレニ

ングラードのアレクサンドリンスキー劇場のどの部分が

具体的に参照されたのか．また広場計画についてもどの

ような参照が行われたのか．さらに後の広場計画におい

て何故シンメトリーでないのか．それを崩すのには当時

何らかの理由があったと思われる．

本稿においては書籍に掲載された図面や写真，平面計

画やファサードの分析を試しみたが，後に増築されたと

思われる平面図も含まれておりオリジナルの図面を含む

一次資料による更なる検証が必要である．
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注注

1) 後にジベック・ジョリ通りと名称が変更．
2) 後にバイティルシノフ通りと名称が変更．
3) イーワーンとは二つの意味があり，一つはイスラム建
築の前方部分の三方を壁で囲まれた開口部空間で，も

う一つは中央アジアの伝統住居に見られる柱で支え

られた中庭に面した半外部のテラス空間の事で，ここ

ではそのテラス空間の事を指している．

4) イタリア人建築家カルロ・ロッシの設計により 1828
年から 1832年にかけて建設された．

5) カザフ人やキルギス人など中央アジアの遊牧民の伝
統住居．日本では中国語のパオが用いられている．

参考文献，写真・図版は二次資料からの転載
（受理 ： 令和 6 年 10 月 22 日）― 52 ―


